
堀

内

一
徳

先

生

年

譜
●

論

文

目
録

略
年
譜

一
九
二
五
年

六
月

一
九
四
三
年

一
〇
月

一
九
四
四
年

四
月

一
九
四
七
年

一
月

一
九
四
七
年

四
月

一
九
五
〇
年

三
月

一
九
五
〇
年

四
月

一
九
五
三
年

三
月

一
九
五
三
年

四
月

一
九
五
七
年

四
月
～
六
〇
年

一
九
五
八
年

一
一
月
～
五
九
年

一
九
五
九
年

三
月

一
九
五
九
年

四
月

一
九
六
三
年

一
二
月

一
九
六
五
年

四
月
～
六
七
年

一
九
七
四
年

四
月
～
九
六
年

三
月
三
月

三
月
三
月

大
阪
市
に
生
ま
れ
る

文
部
省
専
門
学
校
入
学
者
資
格
検
定
試
験
合
格

大
阪
理
工
科
大
学
予
科
入
学

同
校
予
科

一
年
修
了
中
途
退
学
、
こ
の
間

一
九
四
五
年
六
月
～
九
月
兵
役

立
命
館
専
門
学
校
文
学
部
史
学
科
入
学

同
校
卒
業

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
西
洋
史
専
攻
入
学

同
校
卒
業

京
都
大
学
文
学
部
旧
制
大
学
院
史
学
科
西
洋
史
専
攻
入
学

大
阪
市
立
扇
町
高
等
学
校
非
常
勤
講
師

近
畿
大
学
商
経
学
部
非
常
勤
講
師

京
都
大
学
旧
制
大
学
院
退
学

近
畿
大
学
商
経
学
部
専
任
講
師

近
畿
大
学
商
経
学
部
助
教
授

甲
南
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

関
西
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

一1一



一
九
七
九
年

三
月

一
九
七
九
年

四
月

一
九
七
九
年

四
月
～
八
〇
年

三
月

一
九
八
〇
年

四
月
～
八
〇
年

一
〇
月

一
九
八
〇
年

四
月
～
八

一
年

三
月

一
九
八

一
年

=

月
～
八
四
年

三
月

一
九
八
二
年

四
月
～
八
二
年

一
〇
月

一
九
九

一
年

四
月
～
九

一
年

一
〇
月

一
九
九
三
年

四
月
～
九
六
年

三
月

一
九
九
六
年

三
月

一
九
九
六
年

四
月

近
畿
大
学
退
職

奈
良
大
学
文
学
部
教
授

大
阪
経
済
大
学
非
常
勤
講
師

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師

立
命
館
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

関
西
女
子
美
術
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

島
根
大
学
法
文
学
部
非
常
勤
講
師

金
沢
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師

奈
良
大
学
大
学
院
文
化
財
史
料
学
科
を
兼
担

奈
良
大
学
退
職

奈
良
大
学
名
誉
教
授

一2一

 

学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
等

一
九
七
二
年

一
月
～
現
在

に
至
る

一
九
九

一
年

五
月

一
九
九

五
年

四
月
～

社
会
経
済
史
学
会
評
議
員

財
団
法
人
金
子
奨
学
会
理
事
に
就
任

奈
良
県
三
郷
町
市
民
大
学
講
師

訳

書

C

・
M

・
チ

ポ

ラ
著

、

川
久
保

・
堀
内
訳

『経
済
発
展
と
世
界
人
口
』

(ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
)

一
九
七
二
年

六
月



論

文

一
〇
1

一
二
世
紀
南
欧
社
会

の

一
断
面

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
前
期
の
商
業

西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
前
期
の
金
の
問
題

カ
ロ
リ

ン
グ
期
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
経
済
的
発
展
の
一
側
面

地
中
海

商
業

イ
タ
リ

ア
に
お
け
る
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
毛
織
物
市
場

西
洋
経
済
史

今
野
国
雄
著

『中
世
西
欧
の
教
会
と
社
会
』
書
評

商
業

の
復
活
と
中
世
都
市
の
発
達

ム
ー
ズ

川
流
域
の
中
世
都
市
を
ま
わ

っ
て

井
上
泰
男
著

『西
欧
社
会
と
市
民

の
起
源
』
書
評

力
ー
ル
大
帝
の
農
業
政
策

北
ド
イ

ッ

・
ハ
ン
ザ
都
市

フ
ラ
ン
ク

・
メ
ロ
ビ
ン
グ
王
国
の
租
税
と
イ
ン
ム
ニ
テ
ー
ト

造
幣
人

(日
O口①け①「一口ω)
と
七
世
紀
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
貨
幣
経
済

西
欧
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
領
域
的
諸
侯
領
の
形
成

中
世
前
期
に
お
け
る
騎
士
の
戦
術
と
武
装

ア
ヴ

ァ
ー
ル
人
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
人

『西
洋
史
学
』
四
〇

『史
林
』
四
ニ
ー

一

『商
経
学
叢
』
七
-

一
年
二
号
併
号

『西
洋
史
学
』
五
八

羽
田
明

・
会
田
雄
次
編
集

『世
界
歴
史
』

(人
文
書
院
)

『商
経
学
叢
』
三
五

・
三
六
号

生
島

・
大
泉
編

『経
済
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
(好
学
社
)
の

一
部

『西
洋
史
学
』
九
三

中
山
冶

一
編
集

『大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

・
西
洋
史
』
(法
律
文
化
社
)

『世
界
経
済
リ
ポ
ー
ト
』
二
七

(近
畿
大
学
世
界
経
済
研
究
所
)

『史
林
』
六
〇
⊥

二

『奈
良
史
学
』

一

藤
岡
謙
二
郎
・
足
利
健
亮

・
千
田
稔
編
集

『講
座
考
古
地
理
学
』
三

(学
生
社
)

『奈
良
史
学
』
六

『奈
良
史
学
』
七

『奈
良
史
学
』
九

『奈
良
史
学
』

一
〇

『奈
良
史
学
』

一
二

一
九
五
九
年

一
九
五
九
年

一
九
五
九
年

一
九
六
三
年

一
九
六
六
年

一
九
六
八
年

一
九
七

一
年

一
九
七
四
年

一
九
七
三
年

一
九
七
七
年

一
九
七
七
年

六 二 四 五 七 四 一 七 七 三 一
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

 

一
九
八
三
年

一
二
月

一
九
八
五
年

一
月

一
九
八
八
年

一
二
月

一
九
八
九
年

一
二
月

一
九
九

一
年

一
二
月

一
九
九
二
年

一
二
月

一
九
九
四
年

一
二
月
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書

評

マ
ダ

リ

ア
ー

ガ
著

、
上

原
和

夫

訳

『
薔

薇

と

十

字

架

ー

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
と

は
何

か
』

『
西
洋

史

学

』

三

四

H

・
ピ

レ
ン

ヌ
著

、
増

田

四
郎
監

修

・
中

村
宏

・
佐

々
木

克
己

訳

『
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
誕

生

ー

マ
ホ

メ

ッ
ト
と

シ

ャ
ル
ル

マ
ー

ニ
ュ
』

『
西
洋

史

学

』

四
九

紹

介

∪
旨
一一Φ
日
p

、
識
圏
§

、§
§

§

ミ
鴨
b
ミ
隷
》
鷺
。・

『西

洋

史

学

』

二
九

寓
・〉
口
⊆
p

の
ミ

§

§

犠

↓
識
さ
ミ
ミ
貯

織
ミ

S
§

N§

ミ
⇔き

§

§

§

き
ミ
訂
§

鮮§

らミ
§

偽

『史

林

』

四

〇

ー

二

そ

の
他

「
中

世

都

市

」

「
ア

ン
リ

・
ピ

レ

ン

ヌ
」

の
項

目

大

阪

市

立

大

学

経

済

研

究

所

編

集

『経

済

学

事

典

』

(岩

波

書

店

)

「
カ

ー

ル
大

帝

」

の
項

目

『社

会

科

学

事

典

』

(鹿

島

経

済

研

究

所
)

「
世

界

史

に

お

け

る

時

代

区

分

」

『歴

史

リ

サ

ー

チ
』

一
九

(清

水

書

院

)

共

著

『世

界

史

』

(高

等

学

校

教

科

書

)

(清

水

書

院

)

共

著

『世

界

史

(改

訂

版

)
』

(高

等

学

校

教

科

書

)

(清

水

書

院

)

共

編

『新

編

西

洋

史

事

典
』

(東

京

創

元
社

)

(
「
ゲ

ル

マ
ン
人

」

「
フ
ラ

ン
ク

王

国

」

「
ゴ

ー

ト
人

」

な
ど

の
項

目

を

執

筆

)

「
教

皇

」
「
修

道

院

」
「
ク

リ

ュ

ニ
ー

の
改

革

運

動

」

『世

界

史

事

典

』

(教
育

出

版

セ

ン
タ

ー

)

そ

の
他

の
項

目

執

筆

口

頭
発

表

ゲ

ル

マ

ン
社

会

に

お

け

る

奴

隷

京

都

大

学

文

学

部

史

学

科

西

洋

史

読

書

会

大

会

一
九
五
七
年

一
九
六

一
年

一
九
五
六
年

一
九
五
七
年

一
九
六
五
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
六
五
年

一
九
七
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
五
年

一
九
五
六
年

一
五
月

四
月

四
月
三
月

九
月

一　

九
月

「

九
月
二
月

二
月
三
月

一
月



ロ
ー

マ

・
ゲ
ル
マ
ン
境
域
商
業
と
遠
隔
地
商
業

キ
ン

八
-

一
二
世
紀
西
欧
に
お
け
る
金
の
問
題

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
前
期
の
商
業
に
つ
い
て

ー
そ
の

一

西

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

中

世
前

期

の
商

業

に

つ

い

て

ー

そ

の
二

ロ
ー

マ
帝
国
末
期
に
お
け
る
貨
幣
経
済

カ
ロ
リ
ン
グ

・
フ
ラ
ン
ク
国
家
の

一
考
察

救
貧
国
家
と
し
て
の
カ
ロ
リ
ン
グ
国
家

一
ニ

ー

一
四
世
紀

の
ウ
イ

(ブ
イ
)
の
都
市
貴
族

第
二
六
回
社
会
経
済
史
学
会
大
会

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
西
洋
史
読
書
会
大
会

社
会
経
済
史
学
会
近
畿
部
会

社
会
経
済
史
学
会
近
畿
部
会

第
三
八
回
社
会
経
済
史
学
会
大
会

第
二
二
回
日
本
西
洋
史
学
会
大
会

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
西
洋
史
読
書
会
大
会

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
西
洋
史
読
書
会
大
会

一
九
五
七
年

五
月

一
九
五
八
年

四
月

一
九
六

一
年

三
月

一
九

六

一
年

九

月

一
九
六
九
年

五
月

一
九
七
二
年

一
〇
月

一
九
八
三
年

二

月

一
九
九
三
年

二

月
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